
5 年上第 13回例題（改訂版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 

(1) 

分速～m できいていますから， 

km を m に直してから考えます。 

 

 

 

速さは，  

2700÷15 

= 180 m/分 

      ↓ 

毎分 180m 

 

(2) 

時速～m で何 km進むかきいてい

ますから，50 分を時間に直して

考えます。 

50分＝
50

60
時間 

 

 

 

道のりは， 

42×
50

60
 

   ＝35 (km) 

  

 

(3) 

この問題は，まず，かかる

時間をだしてから分に直

します。 

 

 

 

 

かかる時間は， 

  8÷10 = 
8

10
 時間 

     ↓ 

  
8

10
×60 ＝48分 

 

道 2700m 

 15分 

△m/分 

 

毎分 180m 

道 △km 

 
50

60
時間 

42km/時 

 

35 km 

道 8km 

 

時速10km 

 △時間 

 

48分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 

 

 

足して２でわっては いけない！  

(1)  

■はじめの 750m にかかった時間は， 

750÷125＝6分 

■残りの道のりにかかった時間は， 

(1200－750)÷45＝10分 

⇒かかった時間の合計・・・6+10=16 分  

道のりの合計・・・1200m なので， 

平均の速さは 

  1200÷16＝75m/分 ⇒毎分 75m 

 毎分 75m 

道のりの合計 ＝ 片道 × 2  に注意！ 

 

 
行きにかかった時間は， 

    800÷200＝4分 

帰りにかかった時間は， 

    800÷50＝16分 

かかった時間の合計は， 

    4 + 16 = 20分 

道のりの合計は， 

  800×2＝1600m 

    ↓ 

往復の平均の速さは， 

  1600÷20＝80 m/分 ⇒ 分速 80m 

 
分速 80m 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 

 

 

1400m (1) 

 1.4km(1400m)の道のりを毎分 50m 進んだ

ときにかかる時間がアです。 

      ↓ 

 したがって，アは， 1400÷50＝28 (分) 

  

(2) 

図の△分は，ア＋10分 なので， 

 △=(28+10=)38 （分） 

右の図より， 

走った時間は， (50-38=)12分 

走った道のりは，(3200-1400=)1800m 

     ↓ 

走る速さは， 1800÷12＝150 m/分 

              （毎分 150m） 

28 

△ 

 

毎分 150m 



 

 

 

 

 

 

速さの旅人算です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ no 

ｔａｔｅ 

 

 

 

 

 

 

[速さのつるかめ算] 

 

分速 70m で歩いた時間をきいているので， 

  「14分間 すべて 分速 50m で歩いた」 とすると， 

このときの， 道のり は，  

50×14＝700 m （実際は 800m） 

ここで，つるかめ算の計算です。 

  分速 70m で歩いた時間は， 

(800-700)÷(70-50)＝5 （分） 

 

[面積図の解法] 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 

1分間で 50m 

1分間で 70m 

合わせて 14分 

合計の道のりは 800m 

5分 

 

アの面積が 50×14=700m です。 

全体の面積が 800m ですから， 

イの面積は， 800－700＝100m 

 

イのたて は(70-50=)20m/分 

したがって， 

 △・・・100÷20＝5分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 

まず， 

ゆうと君の歩く速さを求めます。 

15分で 1200m進んでいますから， 

 1200÷15＝80m/分（毎分 80m）・・・歩く速さ 

 

休んだ 7分間 を除いた， 

実際に動いていた時間は (60-7=)53分間 

[つるかめ算]です。 

 毎分 80m 

 毎分 150m 

歩いたときの道のりをきいていますから， 

 53分間すべて毎分 150m で走ったとします。 

ア地点につく時刻は 

(53×150－5500)÷(150-80) 

 ＝2450÷70 ＝35分 

毎分 80mで35分進んだ地点が ア ですから， 

80×35＝2800m 

 

合わせて， 

53分間で 5500m進んだ 

次に，走る速さを求めます。 

(60-54=)6分で(5500-4600=)900m 進ん

でいますから，  

900÷6＝150m/分（毎分 150m）・・・走る速さ 

2800 

[つるかめ算の面積図] 

 

 □＝35 分 

 あとは，左の計算と同じです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル 

 

(1)  

「毎秒 4cm で 20秒進んで 5秒停止」・・・をくり返します。 

(20+5=)25秒のくり返し を １つの周期 と考えます。 

  1分 20秒(80秒)の間に いくつの周期があるか？ 

        ↓ 

   80÷25＝3余り 5 ⇒ 3周期と 5秒 

         

 （毎秒 4cm×20秒）×3 ＋（毎秒 4cm×5秒）  

＝ 260cm ⇒ A地点から 2.6m の所 

(2) 

 まず，1 つの周期(25秒)で進む距離を考えます。 

  実際に動いているのは 20秒ですから， 

   4cm/秒×20＝80cm 

  (10m＝)1000cm の中に 80cm が何個あるか？  

 1000÷80＝12 あまり 40cm・・・12周期＋40cm 

   したがって，求める時間は， 

    (25秒×12周期) + (40cm÷毎秒 4cm) 

      ＝300 + 10 

＝310秒 ⇒ 5分 10秒後 

 

        

2.6m 

 

何周期？  

 

5分 10秒後 


